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【緒 言】 

近年, 肝細胞癌の発生数は世界において増加傾向であり, 特に日本においても過

去20年間で肝細胞癌症例数は急増している. 肝細胞癌は, Ｃ型肝炎ウイルス(HCV)や B

型肝炎ウイルス(HBV)の持続感染による肝硬変を発生母地とするが, 日本では主に HCV

が肝細胞癌の主な原因となっている. 我々は過去 20 年間の日本における肝細胞癌症例

の死亡数と死亡時年齢の推移を詳細に検討した.  

【対象及び方法】 

(対象)対象は 1981 年 1 月 1 日より 2000 年 12 月 31 日までの期間, 長崎大学医学

部・歯学部付属病院第一内科と長崎医療センターの 2 施設にて肝疾患を原因として死亡

した 1001 例であった.  

(方法)対象を死亡時に肝細胞癌(+)と肝細胞癌(-)に分類し, さらに肝細胞癌(-)

例では, 死亡原因を慢性肝不全, 消化管出血、急性肝不全, 他疾患(心筋梗塞等), 他の

悪性疾患に分類した.  

【結 果】 

肝細胞癌(+)の症例数は全体の65%であり, それを起因肝炎ウイルス別に分類する

と HBV(+)32%, HCV(+)58%, HBV(+)と HCV(+)の重感染症例 2%, HBV(-)HCV(-)8%であった.  

肝細胞癌症例を 1981 年～1985 年, 1986 年～1990 年, 1991 年～1995 年, 1996 年

～2000 年と 4 群に分けて HBV 関連肝細胞癌と HCV 関連肝細胞癌の検討を行った.  

HBV 関連肝細胞癌死亡症例では, 20 年間で症例数の増減は無く, 死亡時平均年齢



の有意な変化も見られなかった. 一方, HCV 関連肝細胞癌死亡症例は 1981 年～1985 年

の期間内に49例であったが, 1996年～2000年の期間内には128例と2.6倍に増加した. 

また, 死亡時平均年齢は1981年～1985年期間内は60歳であったが1996年～2000年の

期間内は 67 歳と有意に死亡時年齢の高齢化が認められた(p=<0.0001). 

次に肝細胞癌死亡症例の年齢分布をウイルス別に比較した. HBV 関連肝細胞癌死

亡症例の年齢分布は, 大きなピークを示すことなく 20 年間での変化を認めなかった. 

それに対し, HCV 関連肝細胞癌死亡症例の死亡年齢分布は, 1981 年～1985 年では 50 歳

代後半, 1986 年～1990 年, 1991 年～1995 年では 60 歳代前半, 1996 年～2000 年では

60 歳代後半にピークが移動してきていた.  

60 歳以上の死亡者の比率の推移は, HBV 関連肝細胞癌死亡症例では変化無く有意

差は認めないも,  HCV 関連肝細胞癌死亡症例では 60 歳以上の比率が 1981 年～1985 年

は 18.6%, 1996 年～2000 年は 54.4%と有意に上昇していた(p=<0.0001).  

HBV 関連肝細胞癌死亡症例と HCV 関連肝細胞癌死亡症例の比率の推移の検討では,  

60 歳未満の症例は HBV 関連肝細胞癌死亡症例と HCV 関連肝細胞癌死亡症例の比率に有

意な変化は見られないも, 60 歳以上の症例では HCV 関連肝細胞癌死亡症例の比率が

1981 年～1985 年は 62.4%, 1996 年～2000 年は 79.1%と有意に上昇していた(p=0.0052).  

【考 案】 

過去 20 年間の日本の肝細胞癌死亡症例は増加傾向を示している. 今回の我々の

検討では肝細胞癌死亡例の 90%以上は肝炎ウイルス感染を伴っていた. 1981 年～2000

年の期間, HBV 関連肝細胞癌死亡症例数の変化は認めないも, HCV 関連肝細胞癌死亡症

例数は 2.6 倍に増加していた. また, HBV 関連肝細胞癌死亡症例の死亡時平均年齢の変

化は見られなかったが, HCV 関連肝細胞癌死亡症例の死亡時平均年齢は 60 歳から 67 歳

へ有意に高齢化していた. さらに, HBV 関連肝細胞癌死亡症例の年齢分布には特徴的な

ピークが見られず 20 年間で変化は認めなかったが,  HCV 関連肝細胞癌死亡症例は 60

歳代に多く見られ, 過去 20 年間に 50 歳代後半より 60 歳代後半へピークが移行してい

た. 

吉澤らは, 日本におけるHCV抗体保有者は急速に高齢化しつつあり1999年時点で

の HCV 抗体保有者は 60 歳以上に過半数を超えると報告している. また濱田らは, 輸血

後 HCV 感染者の長期自然経過観察例の検討結果から, HCV からの肝発癌は感染期間より

も実年齢 60 歳以上が肝癌の好発年齢であると報告している. これらのことから HCV 感

染者のピークが 50 歳代より 60 歳代, 70 歳代へと移行していくに伴い HCV 関連肝発癌

症例数が増加し, 死亡時平均年齢が上昇していると考えられた.  
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